
- 1 -

第３号 令和５年5月９日（火）

学校だより 三和中シュワッチ！
三和中学校１８３ 校長 宮里直哉

子ども達のほのかな輝きを受け止めてあげたい

校歌を作詞、作曲した先輩方に想いを馳せる

今号の裏面には、本校校歌の作詞をなさった森英夫(遠藤石村)さん、作曲をなさった渡久地政
信さんについて紹介された「糸満市中央図書館・館長だより」等を載せています。
森英夫さんは遠藤石村さんのお名前でも活動なさっており沖縄俳句界のレジェンド、渡久地政信さんはレコード大

賞を受賞した国内でもとても有名な作曲家です。お二方とも“知る人ぞ知る”方なのですが、恥ずかしながら不勉強
な私は、本校出身で糸満市立図書館館長の金城毅先生から教えていただくまで知りませんでした。
そんな私ですが、戦後すぐに故郷三和の復興、後輩の活躍を祈念して作詞された森先生や、後の大作曲家へ依頼し

た三和の方々の想いやその想いに応えた渡久地先生の心中をおもんばかると、胸が熱くなります。三和中学校の校歌
には、深い意味合いがあり、いつまでも輝き続ける誇りであることを我々職員は子ども達に伝えていかなければいけ
ない、と身の引き締まる思いです。後々まで語り継がれるお二人による校歌、これまでも、これからも“宝もの”と
して、歌い継いでいきます。
※本校ホームページに校歌があります。
※糸満市ホームページにある「市民の歌」もお二人による作詞、作曲です。

４月28日(金)遠足がありました
1 年生は「平和創造の森公園」、２年生は「糸満観光農園」、３年生は「北名城ビーチ」にて、レクやゲーム、清掃な

ど、充実した活動を行いました。
１年生の所には、昼食終了の時間にお邪魔しました。どの顔も笑顔いっぱいで午前中のオリエンテーリングを存分に

楽しんだようでした。午後のしっぽ取りゲームに向けて、嬉しそうに整列していました。２年生の所には、クラス対抗
の長縄跳びをしている最中にお邪魔しました。大きな声で懸命に声かけあって１本でも多く跳ぼうとみんな必死です。
跳ぶ回数が更新されるたび拍手が起こっていました。３年生は、私がお邪魔した時には昼食時間でした。日差しの強い
中、木陰を求めて友達同士で食事中でしたが、限られたテントや影のスぺースに入れなかった生徒の皆さんに熱中症を
注意するように声をかけると、「楽しいから大丈夫です」と明るいトーンで返事が返ってきました。
全員無事、何ごともなく終えたアツーイ 1 日、生徒の皆さん、いい表情をしていました。

ゴールデンウィークも終了。新型コロナ対策が見直され行楽地はひさしぶりににぎわった連休でしたが、どう過ご
されたでしょうか。
ゴールデンウィーク明け、沖縄では梅雨入りの時期でもあります。大人の我々でも憂鬱になりがちな“５月”、生

徒の皆さんには、何か目標をみつけ、張りのある生活を送ってほしいものです。
４月は、生徒の皆さんが、学校生活の色々な場面で、意欲的に取り組んでいる様子が見られました。
生徒会では、放送委員が給食時間に爽やかな放送を届けてくれ、美化委員も朝の草花への水かけを丁寧に行ってく

れ、図書委員も本の貸出活動を頑張っています。1 年生の授業では、発表や質問が多く活気に満ちており積極的な姿
勢は、先生方を驚かせています。体育の時間のシャトルランでは、どのクラスも全員懸命に取り組んでおり、仲間を
鼓舞する姿が見られます。放課後の運動場や体育館では、上級生が 1 年生を引っ張り部活動が活気づいています。み
そあじ運動(みなりを整える・そうじをきちんと行う・あいさつをしっかりする・じかんを守る)もおおむね順調で
す。･･･ みんな新しい学校生活の中に、ゆっくりとはいりこんでいっています。
さて、連休中、『蛍』を見ました。「もうこの時期がきたのか」とうれしくなりました。闇夜に、光るほんわりとし

た光が、こんなにも心を穏やかにするのですね。自然は確かに動いています。
子ども達も日々変化しています。そんな子ども達のほのかな輝きを受け止められる目と心を大切にしたいです。
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